Wage Drift in British Engineering Industry and Workshop Wage Determination by 服部, 良子
Titleイギリス機械工業における賃金ドリフト - 職場レベルの交渉とその論理 -
Author(s)服部, 良子











定義と適用・・・・・・.......・…・・・一.....・H ・-山 田 浩 之 1 
徳岡一幸
経営と家族 (2)ー ーーー …ーー ・ーー ー 渡瀬 浩 30
資本の限界効率，使用者費用についての
一考察・………・ ......……・……・・林田治男 臼
イギリス機械工業における賃金ドリフト…・・・・服 部 良 子 74 
日本農業機械工業の企業類型 ・…・ソーポン・チタサッチャ一 % 

















との聞の本離は，賃金ドリフト (wage drift) 1)あるいはアーヱングス・ギャ
ップ (earningsgap) とよばれ，その増加傾向とそがイギリス経済発展を阻む




Board of Price and Incomes， P叩 mentby Results 勾stemほ叩'plement)，Retort No. 65， 
Cmnd. 3627-1， HMSQ， 1968， p.15)が，最も適切であると考え，本稿でもこれに拠った。ただ
いアーニングス・ギャップ¢概念は. I一時点における賃金収入が，賃率をこえる割合」とす
るヲー ナ &ずー カンドの定義に拠っている。 (Lerner& Marquand， Workshop Bargaiπtng， 
WaR"e Drφand Productivzty叩 BritishE'増加eeringIndustry， the Manchester School， Jan 
1962. p. 16)すなわち，ア ニングス ギャップが，賃金収入と全国協駒貫率の静態的偏差であ
るのに対し，賃金ドリフトは，その変化を時系列で動態的に把握するものである。
2) 1961年7月白「物価・生産性・所得委員会」。第四次報告はj インフレークaンの原因として
賃金要因を明確に指摘した.CPrice Productivity Incomes Council， FoグthR暗07t，p. 3) 
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は， i合同ショップ・ λ チュ争ード委員会(JointShop Steward Committee) J・

















5) 職場レベルのショッフ・スヰュー ワー ド活動に関しては H.Beynon， Wor肋 IgFor Ford， 





なタイプがある。 S.W. Lerner， J.R. Cable and S. Gupta ed.， Workshop Wage Determi四，
tion， 1969， C以下 S.W. Lerner '69と暗す)p. 66; Lerner & Marquand， Regional Variau四S
in Earnings， Demand for LahouT and Shop Stewards' Committees in the British Engineer 
ing lnd日:stry，the Manchestぽ SchooI，Sept. 1963. p. 280 
6) S. W. Lerner '69， op. cit. p. 6-6. 


















malgamated Engineering Union)， その他の者は全国一般・自治体労働組合
(National Union of General and Municipal Workers)や運輸・一般労働組合




7) S. W. Lerner '69， op. cit 
R) R. Dore. British Factor少.JapaneseFactory. 1970 


























9) s. W. Lerner '69， ot. cit. p. 1:8 
10) Ibid.， p. 91 




Lて「ミニ・マック λ 制 (Mini-Mux)J 11)が確立されていた。これは，合同委
の手により，毎年の賃金収入の最高限度と最低限度を定めるとともに，厳格に




















11) lbid.. p. 90 
12) Ibid" p. 91 

















「ミニ・マック兄制」 と共に， ストップ・ウォッチの使用拒否も， 慣行








13) lb;d.， p. 92. 
14) lbid.， p.93. 
イギりス揖融工業に日ける賃金ドリフ T (225) 81 
実施されていなかった。「すべての賃率は交渉によって定められるべきであ
り，その基準は『生活賃金 (li剖ngwage)水準』を可能ならしめるかどうかに





















15) Ibid" p. 93 
16) 英国電機(E.nglishEl巴ctric)社。 1968年に Gen.era1Electric Cc:i. Ltd と合併するまでは，
イギりス電機産業界第2位の企業河童電機が主力。
82 (226) 第 132巻第3.4号
率制 (thestraight time rate) と，個別出来高如U(the system 01 individual 
piecework)であった。前者は. 1967年秋に大幅な賃率の合理化が行なわれて，
それまで21個の公式賃率が間接労働者 (indirectworker)について設けられて

















じて用いられる。ここでは. (4時間〉ー (2時間)= 2. すtわち200%が割
増率である。彼の基礎賃率が20べYスであれば，





18) R. Dore. op. cit. p. 79. 
イギリス機械工業における賃金ドリフト (227) 田





























などでj 色分けしてあったりする。 Ibid.，p. tlU~l::I l 
20)新し〈生じた職務であるため事前に容易に賃率決定できない職務。 lbid.，p. 84 




250% (ω"'" 20ニ 2.5)となる。従って，基礎賃率20べYλに20時間を乗じ，さ
らに 2.5を乗じて通常職務の出来高収入は10ポンドとなった。他方，前の週の













21) 表にするととたのとおり。 Ibid.，p. 85 
|晴詰晶配いf号l孔f事喜詰員 標官智t問 吉増騨率噌2 割醐晴賃時平 通酎常乍常業之吋よる叫』収但
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イギリス機械工業における賃金ドリフト (229) 85 
問と22時間と偽って報告すると，結果的により高い賃金収入となった。この場
合，通常職務のポーナ凡率は， (50時間)ム (18時閣) = (278% [277.7...J) 
となる。出来高収入は，従ってく20ペンス) x (278 %) x (18時間) = (10 
ポンド)となり， .1としい申告の場合と同じであった。これに対し，賃単未定作






















し， r働きやすい職場 (happyshop) J環境を維持し，生産実績の向上を望む彼






















イギリス機械工業において，出来高制 (paymenthy resu1t scheme， piece. 
22) Ibid" p. 86 
23) Ibid. p. 87 
24) s. W. Lerner '69. ot. cit. p. 54 


























25) Ibid.， p.37 
26) 小島健司「賃金形態J1958年， 96ベ ジ。
27) Ibid.， p.55 


























29) Ibid.， p.59， p.73 
30) Ibid.. p. 30 
31) lbid，. p. 57. 
32) Ibid.， p. 58 





























35) Ibid.， p.38 
36) Ibι:d.， p. 39-40. 


























る。 Ibid'J p. 38 
38) Ibid.， p.38 
39) R. Dore， op. cit.， p.87 


























40) E. H. Phelps Brown，臨時enriλEconomica， Nov. 1962. p. 351; ，s. W. Lerner '69 op 



























成期における市場構昔への一視角「一橋市命豊」第49巻第1号， 43-63ペー ジ。菊池光造1 工場内
賃金構造。形成とその論理， r経済論叢」第93巻第3・4号。 Hobsbawrn，Custom， Wages and 
Work-load in Nineteenth Centuγy Industry， inLabouring Men， 1964， 


























42) 内藤則邦「イギリスの労働者階扱J1975年， 62ベー ジ。














機械工業全体 262，110 222，530 43，960 
機 械 106，650 57，680 16，320 
電 機 41，460 31，180 6，940 
海運機械 4，300 2，38日 440 
自 動 車 45，150 98，430 8，150 
航 ク勺 機 34，910 13，030 3，360 
出所) Department of Emp]oyment， British Labour 
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